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歳 入
町税
46億2,503万4千円
（37.0％）

町債
12億7,070万円
（10.2％）

繰入金
4億575万3千円
（3.2％）

分担金・負担金
1億7,618万4千円（1.4％）

使用料・手数料
9,530万円（0.8％）

地方譲与税
1億5,500万円（1.2％）

財産収入
1億5,364万7千円（1.2％）

諸収入
1億2,644万2千円（1.0％）

その他
4億9,686万1千円（4.0％）

地方交付税
27億円
（21.6％）

国庫支出金
14億4,980万8千円
（11.6％）

県支出金
8億5,527万1千円
（6.8％）

125億1,000万円

語 解 説
◆町税･･･
皆さんから納めてもらう町民税や固定資産
税、軽自動車税など

◆地方交付税･･･
町の財政需要に応じて国から交付されるお金

◆国庫支出金･･･
法令に基づき実施する事務・事業の全部
または一部に充てるため、国から支出さ
れるお金

◆県支出金･･･
特定の事務・事業の全部または一部に充
てるために県から支出されるお金

◆繰入金･･･
基金から繰り入れるお金

◆町債･･･
町が国や県、金融機関などから借りるお金

◆分担金・負担金･･･
町で行う特定の事業により特別の利益を
受ける人から、その受益を限度として徴
収するお金

◆地方譲与税･･･
皆さんが納めた国の税金の一部が町に譲
与されるお金

◆諸収入･･･
特定の歳入のための科目ではなく他の収
入科目に含まれない収入をまとめた科目

◆使用料・手数料･･･
施設の使用料や住民票の写しなどの発行手
数料など

◆財産収入･･･
公有財産のうち行政財産を除いた財産の
貸付や売払、基金運用利息などによる収入

229億5,857万9千円予算総額

一般会計予算　（前年度比　３億 3,000 万円の増額）

一般会計＋特別会計＋企業会計（前年度比 4,445 万１千円 の増額）

平  成
30年度

◆会計別予算
区　分 予算額 前年度比

一般会計 125 億 1,000 万円 2.7％

特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 25 億 6,222 万９千円 △ 13.0%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ３億 4,174 万２千円 9.3%

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ４億 9,103 万９千円 △ 1.5%

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ８億 843 万４千円 7.5%

地域し尿処理施設整備事業特別会計 6,451 万５千円 3.6%

介 護 保 険 特 別 会 計 30 億 2,258 万円 1.5%

町 立 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1億 7,517 万９千円 0.2%

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 ４億 5,955 万７千円 △ 2.5%

企業会計

水 道 事 業 会 計 10 億 7,242 万７千円 7.9%

町 立 富 来 病 院 事 業 会 計 14 億 5,087 万７千円 △ 6.1%

予算総額（合計） 229 億 5,857 万９千円 0.2%

予 

算
用
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歳 出

民生費
35億1,760万4千円
（28.1％）

公債費
14億5,158万6千円
（11.6％）

農林水産業費
10億2,676万円
（8.2％）

商工費
4億6,312万8千円（3.7％）

消防費
4億5,545万9千円（3.6％）

議会費
1億２,344万7千円（1.0％）

労働費
5,618万8千円（0.4％）

その他
2,500万5千円（0.3％）

総務費
14億4,325万9千円
（11.5％）

　土木費
11億8,187万5千円
　（9.4％）

衛生費

12億5,816万円

（10.1％）

教育費
15億752万9千円
（12.1％）

110万2,187円
町民一人あたりの予算額

現在の人口：20,830人（平成 30 年２月末 )

歳
出
で
は
、
第
２
次
志
賀

町
総
合
計
画
の
２
年

目
と
し
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、

７
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。
本
町
の
魅

力
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
、
総

歳
入
で
は
、
志
賀
原
子
力

発
電
所
に
係
る
固
定

資
産
税
な
ど
の
減
収
に
よ
り
、
年
々

一
般
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
文

化
ホ
ー
ル
改
修
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
施
設
の
大
規
模
な
改
修

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

一
般
会
計
の
総
額
は
、
対
前
年
度

３
億
３
千
万
円
増
の
１
２
５
億
円

１
千
万
円
、
特
別
会
計
と
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
対

前
年
度
４
，
４
４
５
万
１
千
円
増

の
２
２
９
億
５
，
８
５
７
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
中
で
、
引
き
続
き
、

町
民
の
皆
様
に
、
良
質
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た
め

に
、
よ
り
一
層
の
財
政
健
全
化
に

向
け
て
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

合
計
画
に
掲
げ
た
各
種
施
策
を
着

実
に
推
進
し
、
何
よ
り
も
町
民
の

皆
さ
ま
が
幸
せ
に
生
活
で
き
、
将

来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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円
　
　
　

特

別会
計・
企業会計

　
　5

0万
1,612円

ケーブルテレビ
22,062 円

水道
51,485 円

病院・診療所
78,063 円

介護保険
145,107 円

国民健康保険
123,007 円

議会費
5,926 円

農林水産業費
49,292 円

総務費
69,288 円

土木費
56,739 円

民生費
168,872 円

消防費
21,866 円

教育費
72,373 円

衛生費
60,401 円

公債費
69,687 円

商工費
22,234 円

その他
1,200 円

後期高齢者医療
16,406 円

下水道
65,482 円

労働費
2,697 円

平成 30 年２月末 )
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▼地域優良賃貸住宅整備事業【２億2,865万円】
旧サイクリングターミナル跡地に新たに公営住宅を整備する経費

▼みらいとうぶ定住促進関連事業【１億290万円】
みらいとうぶ定住促進住宅地整備などの経費、みらいとうぶで
住宅を新築した人への奨励金

▼移住定住促進事業【1,509万円】
移住定住促進に係る経費（住まいづくり奨励金・賃貸住宅家賃助
成金・空家リフォーム再生等助成金）
※基本方針Ⅲにも掲載あり

▼旧福浦灯台駐車場整備事業【967万円】
旧福浦保育所跡地に駐車場を整備する経費

基本
方針

　若者の移住定住の促進として引き続き、定住促進住宅
地「みらいとうぶ」の整備、富来サイクリングターミナル
跡地を利用した公営住宅を建設します。
　また、観光振興による交流促進として、旧福浦保育所
跡地に、大型バスや普通車専用の駐車場を整備し、旧福
浦灯台を訪れる観光客の利便性を図ります。

移住定住と交流による
もてなしのまちづくり　引き続き、企業誘致を推進し、産業の活性化および雇

用の場の創出に繋げていきます。
　さらに、雇用の確保を図るため、今年度からＩターン、
Ｕターンや新規学卒者で町内の企業などに就職した場合
に奨励金を交付する制度を運用し、企業の人材確保を支
援していきます。
　農林水産業の振興では、有害鳥獣被害対策事業として、
電気柵の購入補助金上限額や交付地区数の引き上げによ
り、より一層の充実を図ります。

　結婚支援の充実として、地域おこし協力隊を活用し、未
婚男女の出会いと結婚を後押していきます。
　子育て支援については、従来の不妊治療費助成に加え不
育治療についても治療費の一部を助成することとしてい
ます。保育施設・サービスの充実については、今年度より
認定こども園となったすばる幼稚園が新たに実施する事
業に対して補助金を交付し、保育環境の充実を図ります。
　教育環境の充実では、退職した教員などを部活動指導
員として配置し、指導の充実に繋げていきます。
　また、今年度からは、志賀高校の昼食提供を行い、生
徒の栄養管理や健康管理をはじめ、保護者の負担軽減を
図ります。

▼企業誘致推進事業費【２億431万円】
企業誘致対策経費（企業立地補助金、工業団地工場誘致奨励金、工
場設置奨励金）

▼移住定住促進事業【300万円】
ふるさと就業促進奨励金（Ｉターン、Ｕターン、新規学卒者）

▼有害鳥獣被害対策事業【890万円】
有害鳥獣 (イノシシなど ) の被害対策に係る経費

▼多面的機能支払交付金事業【7,301万円】
農業・農村の有する多面的機能の維持・発掘を図るための地域
の共同活動に対する交付金

▼地域おこし協力隊事業【391万円】
しかまち縁結び支援地域おこし協力隊に係る経費

▼児童福祉一般経費【347万円】
不妊治療費助成、不育治療費助成等に係る経費

▼一時預かり事業費補助金【240万円】
認定こども園での一時的預かり、保護を行う費用の一部補助に
係る経費

▼中学校部活動事業【1,569万円】
中学校２校の部活動に係る経費

Ⅰ

基本
方針Ⅱ

基本
方針Ⅲ

次代を担う人を育む
まちづくり

雇用創出と産業振興に
よる活力あるまちづくり

７つの
　   基本方針

【 平成 30年度】志賀町当初予算

第２次志賀町総合計画に
基づいて実施する重点施策

広報しか
2018.4

4



▼予防接種事業（任意分も含む）【5,013万円】
予防接種に係る経費

▼がん検診推進事業【2,657万円】
がん検診推進に係る経費

▼母子保健推進事業【1,418万円】
妊娠・出産・育児期の各期に応じた母子保健に係る経費

▼保健福祉センター改修事業【7,327万円】
保健福祉センター改修工事（空調、照明設備等）に係る経費

▼とぎ地域福祉センター大規模改修事業
【３億1,161万円】

とぎ地域福祉センターの大規模改修およびとぎ温泉センターの
施設解体集約に係る経費

▼文化ホール改修事業【２億5,258万円】
文化ホール改修工事（空調、照明設備など）に係る経費

▼野球場改修事業【6,049万円】
志賀町野球場バックネット改修に係る経費

▼志賀町総合体育館運動機器整備事業【615万円】
トレーニング室の充実を図るためのフィットネス器具などの整備経費

▼東京オリンピック・
 パラリンピック事前合宿
誘致事業【440万円】

レスリング競技事前合宿誘致に係る経費

▼コンビニ収納サービス
コンビニエンスストアで、町税、使用料金な
どの支払いができます。

▼庁内システム元号対応事業
　　　　　　　　　　【373万円】
新元号対応に係るシステム改修経費

▼コミュニティ施設整備事業
　　　　　　　【１億7,709万円】
旧熊野小学校校舎棟の解体撤去、体育館改修などに係る経費

▼ごみ対策等関連事業【１億4,605万円】
住宅火災廃材等の処分費用に対する補助金や清掃収集車更新、
町内全域のごみ・不法投棄ごみなどの収集処分に係る経費

▼道路関連事業【２億1,700万円】
町道の改良・新設や融雪設備、道路照明の改修などに係る経費

▼コミュニティバス運行経費【7,946万円】
コミュニティバス運行に係る経費

▼給水車購入事業【1,800万円】※水道事業会計で計上
給水車１台の購入
に係る経費

　高額なワクチン接種への助成を行うことで、保護者の
負担を軽減し、疾患の発症または重症化の予防を図りま
す。また、町内の医療機関で胃がんリスク検査を受けた
方に、ピロリ菌除菌などの適切な治療に繋がるよう、精
密検査費の助成を行います。
　妊産婦の一般健康診査の費用助成を拡充し、安心して
出産できるよう支援の充実を図ります。

　今月４月より、コンビニ収納サービスを実施し、納税
者などの利便性や収納率の向上を図ります。
　天皇陛下の生前退位による元号変更のため、役場庁舎
内のシステムを改修し、新元号に対応できるよう整備し
ます。
　公共施設の戦略的な維持管理では、地域のコミュニ
ティ施設や避難場所として利活用するため、旧熊野小学
校を取り壊し、体育館などを改修します。

　交通ネットワークの充実として、道路を住民の方が安
心して利用し続けることができるよう、適切な点検によ
る現状確認や必要に応じて路面舗装などの改良を推進し
ます。
　良質な生活基盤の充実では、平成 30年１月の断水被
害を受け、新たに給水車１台を購入します。

　生涯学習の推進・スポーツの振興では、文化ホールな
どの改修事業のほか、志賀町総合体育館のトレーニング
機器を最新型に整備し、施設の充実を図ります。
　さらに、2020年東京オリンピック・パラリンピックの
レスリング競技事前合宿の誘致を推進します。

基本
方針Ⅳ

基本
方針Ⅴ基本

方針Ⅶ

基本
方針

健康に暮らし続けること
ができるまちづくり

笑顔になれる、人が輝く
魅力的なまちづくり

安全で美しく住みよい
まちづくり

町民に開かれた、効率的な
行政運営によるまちづくり

Ⅵ

税
金
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問志賀町立図書館　☎32-1740
問町立富来図書館　☎42-2777

休館日 　    ４月２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日（月・振休）
開館時間　平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00

【志賀町立図書館】　

◆おすすめの本◆
○『羽生結弦が生まれるまで 
       日本男子フィギュアスケート挑戦の歴史』　　　　　  宇都宮 直子
　平昌五輪でも大活躍の「日本男子フィギュア」。かつてマイナー
なスポーツがどのようにして今日の繁栄を築き上げたのか。選手と
歴代の指導者に丹念な取材を重ね、書き上げたスポーツノンフィク
ションです。

○『大切な靴と長くつきあうための
　　　　　　　靴磨き・手入れがよくわかる本』　  飯野高広
　大切な一足はきれいなままで長く履きたいものですね。この本は
紳士靴の選び方・服との合わせ方、キズ・カビ・シミなどのお手入
れの仕方を写真いりでわかりやすく解説しています。

◆新着の本◆
【一般書】
○雲上雲下 朝井まかて
○沸点桜 ボイルドフラワー 北原　真理
○祝葬 久坂部　羊
○刑事の血筋 三羽　省吾
○あきない世傅金と銀５ 高田　　都
○路上のＸ 桐野　夏生
○茶屋四郎次郎、伊賀を駆ける 諏訪　宗篤
○白金南蛮娘殺人事件 風野真知雄
○美女は天下の回りもの 林　真理子
○刺しゅうステッチ事典 150 オノエメグミ
○紙パンダ！ 大原まゆみ
○メイク大全　　     高松由佳・高木大輔・監修
【児童向け】
わたしはヴァネッサと歩く　　 ケラスコエット

◆新着のDVD
○パイレーツ・オブ・カリビアン  最後の海賊
○ちびまる子ちゃん　　　　　　　　　 アニメ

◆新着の CD 

○ザ・スペシャリティ・セッションズ
リトル・リチャード

４ / ８日 14:00 ～ ４ / 11 日水 10:30 ～
25 日水 10:30 ～ ４ / 22 日 14:00 ～

ゲ－ムでたのしもう
　いろいろなゲ－ムであそびましょう。

定員：15人
対象：小学生

親子リトミック遊び
　松本有美先生の指導で親子リト
ミック遊びを行います。
　音楽に合わせて親子で楽しく体を
動かしましょう。

指導：松本  有美　先生
定員：10 組
対象：乳幼児親子

カ－ドづくり
　かわいいカ－ドをつくりましょう。

定員：15人
対象：小学生

問志賀町児童館　☎ 32-1724
休 館 日　４月 15日㈰・29日（日・祝）・30日（月・振休）
開館時間　9:00 ～ 17:30

対象：小学生

  　　
４月23日（月）は「子ども読書の日」、
28日（土）にイベントを開催します。
ちびっこたち集まれ～

おはなし会　
 ４月４日㈬・18日㈬
 16:00 ～ 17:00
 場所：１階・絵本コーナー
※おはなし会は紙芝居や絵本の読み聞かせ
を行っています。

図書館クイズラリー
　～クイズに答えて

賞品もらっちゃお～
＆ワクワクおはなし会 
 ４月28日㈯　10:00 ～
場所：２階・おはなし会室
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•
弁
護
士  

國
田

　武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。

　現
在
、
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

Ｑ
：
父
親
の
遺
産
は
、
１
０
０
０
万
円
の
預
金
と

１
０
０
０
万
円
相
当
の
価
値
が
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

で
す
。
相
続
人
は
、
兄
の
私
と
弟
の
二
人
で
す
が
、

預
金
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
５
０
０
万
円
ず
つ
と

半
分
に
分
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
と
し
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
続
け
た

い
の
で
す
が
。

Ａ
：
遺
産
に
預
金
が
あ
り
、
相
続
人
が
複
数
人
い

れ
ば
、
当
然
に
遺
産
は
遺
産
分
割
の
対
象
と
な
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
預
金
は

当
然
に
遺
産
分
割
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
従
来
は
、
預
金
の
相
続
に
つ
き
、

相
続
人
が
複
数
い
れ
ば
、
預
金
は
相
続
と
同
時

に
、
各
相
続
人
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
て
当
然
に

分
割
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
遺
産
分
割
を
行
う
必

要
は
な
い
。
し
か
し
、
相
続
人
全
員
が
、
預
金
も

遺
産
分
割
の
対
象
に
す
る
、
と
い
う
合
意
を
す
れ

ば
、
預
金
も
遺
産
分
割
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
の
が
裁
判
所
の
考
え
で
し
た
。
そ

れ
は
、
預
貯
金
は
、
可
分
出
来
る
可
分
債
権
と
い

う
性
質
が
あ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
考
え
を
貫
く
と
、
例
え
ば
、
兄
が
、
生

前
に
父
親
か
ら
１
０
０
０
万
円
の
生
前
贈
与
を

受
け
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
遺
産
分
割
を
行
え

ば
、
兄
の
相
続
分
か
ら
１
０
０
０
万
円
分
が
控
除

さ
れ
る
の
で
、
兄
は
結
局
遺
産
は
取
得
で
き
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
遺
産
分
割
の
対
象
に
な
ら
な
い

と
す
れ
ば
、
預
金
は
、
当
然
に
法
定
分
割
さ
れ
、

兄
と
弟
は
５
０
０
万
円
の
預
金
を
相
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
質
問
の
よ
う
に
、
遺
産
が

１
０
０
０
万
円
の
預
金
と
１
０
０
０
万
円
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
、
兄
が
、
そ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
遺
産
分
割
に
際
し

て
、
兄
が
マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
得
し
、
弟
が
預
金
を

取
得
す
る
と
い
う
遺
産
分
割
も
で
き
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
遺
産
分
割
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
預
金
は
当
然
に
２
分
の
１
ず
つ
に
分
割
さ
れ

る
の
で
、
弟
に
不
公
平
に
な
る
こ
と
か
ら
、
不
動

産
も
２
分
の
１
ず
つ
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

結
局
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
そ
の
価
格
を
分

け
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最

高
裁
は
平
成
28
年
12
月
19
日
の
大
法
廷
で
、
従
来

の
考
え
を
変
更
し
、
遺
産
の
預
貯
金
は
、
当
然
に

は
分
割
さ
れ
ず
、
遺
産
分
割
の
対
象
と
な
る
、
と

い
う
決
定
を
出
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
預
貯
金
も
、

き
ち
ん
と
遺
産
分
割
し
な
け
れ
ば
、
相
続
人
は
一

人
だ
け
で
自
分
の
法
定
相
続
分
の
預
貯
金
の
返
還

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
し

た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
預
貯
金
は
確
実
か
つ
簡
易

に
現
金
化
で
き
、
現
金
と
同
様
で
あ
り
、
遺
産
分

割
に
お
い
て
調
整
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
な
ど
が

そ
の
理
由
で
す
。
こ
の
結
果
、
質
問
の
事
例
に
お

い
て
も
、
兄
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
得
し
、
弟
は
預

金
を
取
得
す
る
と
い
う
妥
当
な
結
論
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１．実施概要
○町民ヒアリング
　公共交通を利用している人・利用しそうな人の、普段
感じている公共交通の問題点や移動ニーズを把握するた
め、以下のとおりヒアリングしました。

○施設ヒアリング
町民がよく利用する施設について、施設を利用するにあ
たっての公共交通の問題点や施設利用者の移動ニーズを
把握するため、以下の通りヒアリングしました。

２．結果概要
＜現状＞
・志賀中学校では、コミュニティバスや路線バスのダイヤ
が登下校の時間に合わず保護者が送迎することが多い。

・交通手段で進学する高校を選ばざるを得ない。
・富来地域では、6:50 富来バスターミナル発の路線バスに
乗せるために、志賀地域では、路線バスと JR が接続し
ていないため、親が高校生の子どもを送迎する。

・最終便が早いため、高校生が部活をできない。
・サービスが悪いバスの運転手がいる。

＜公共交通の利用者が増えるために＞
・親が中学生の子どもを送迎する風土を改善することが必要。
・福祉施設には、9時過ぎ着、15時台発の便があるとよい。

・買い物の時間にあった便があるとよい。
・ 富来地域のコミュニティバスは、富来病院の受付時間前
（８時前）に到着してほしい。
・ 志賀地域のコミュニティバスは、どの路線も志賀クリニッ
クを通ってほしい。

・コミュニティバスは、楽しい時間を過ごすための手段。
・施設とコミュニティバスの連携を図りながら、相乗的に
利用者数増加を目指す。

・既存のイベントとの連携や、乗ってもらえるようなイベ
ントの実施、バスマップを作成すると良い。

・わかりやすい情報提供は重要。
・志賀町役場以外でのコミュニティバス回数券の購入。

問企画財政課 ふるさと創生室
　☎32-9301

その７地域公共交通だより
町民の公共交通利用実態と意識の調査（町民・施設ヒアリング）の結果概要

期 間 平成 29年 10 月 31 日～ 11 月 10 日

対象団体 志賀町老人クラブ連合会、志賀町女性団体協
議会、志賀中学校 PTA、富来中学校 PTA

期 間 平成 29 年 11 月６日～ 11 月 10 日

対象団体

アクアパーク シ・オン、シルバーハウス、
やすらぎ荘、志賀クリニック、増穂浦ショッ
ピングモール アスク、富来病院、とぎ地域
福祉センター

預
貯
金
の
遺
産
分
割
方
法
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問生涯学習課　☎32-9350

　「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付してください。
　当月 27 日までに送付してください。（連絡先必須）紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒９２５ -０１９８志賀町末吉千古１-１　志賀町教育委員会 生涯学習課まで

－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより文芸教室

会会会会会
柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳
川川川川川川川川
浦浦浦浦浦浦浦浦
西西西西西西西西西富

来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

雪
溶
け
て
竹
伸
び
や
か
に
春
の
色　
　
　
　
　

上
野　

末
子

あ
ゝ
冷
た
夜
遊
び
猫
の
火
燵
か
な　
　
　
　
　
　
　

〃

少
女
ら
の
唄
声
春
は
も
う
そ
こ
に　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
い

偶
さ
か
の
日
差
し
も
嬉
し
永
き
冬　
　
　
　
　
　
　

芳　

子

誘
う
か
に
声
に
飛
び
来
る
春
鴉　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

大
雪
を
気
ず
か
う
電
話
い
く
度
も　
　
　
　
　

米
木　

幸
子

大
雪
も
山
茶
花
の
紅
け
な
げ
な
り　
　
　
　
　

山
守　

宏
子

陽
光
に
根
雪
ゆ
る
ん
で
春
兆
す　
　
　
　
　
　
　
　

〃

三
日
目
の
外
出
控
え
氷
柱
眺
む　
　
　
　
　
　

三
林
恵
美
子

妻
曇
る
橋
下
の
氷
柱
凍
配
管　
　
　
　
　
　
　

三
林　
　

清

如
月
の
寒
さ
に
た
え
て
ろ
う
梅
の

　

り
ん
と
咲
く
様
パ
ワ
ー
を
も
ら
う　
　
　
　
　
　

智　

子

平
昌
で
世
界
の
選
手
競
い
合
い

　

は
じ
け
る
笑
顔
地
球
の
笑
顔　
　
　
　
　
　
　
　

〃

背
を
そ
ら
し
バ
ラ
ン
ス
と
り
て
ひ
と
り
立
ち

　

一
歩
ふ
み
出
す
笑
顔
の
孫
は　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

難
病
の
ベ
ッ
ド
に
添
い
し
車
椅
子

　

認
知
の
老は

は母
は
た
だ
見
つ
め
お
り　
　
　
　

松
本
理
希
三

朝
毎
の
雪
か
き
日
課
に
成
り
た
る
も

　

ど
れ
が
楽
か
と
ス
コ
ッ
プ
選
ぶ
手　
　
　
　
　
　

光　

雄

戌
年
の
今
年
は
特
に
気
に
か
か
る

　

若
水
供
え
願
う
合
掌　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

大
雪
の
や
み
て
外
気
は
お
ぼ
ろ
げ
に

　

日
暮
れ
の
視
界
外
燈
も
あ
わ
く　
　
　
　

松
本　

正
子

枯
れ
草
の
横
に
流
る
る
雪
強
し

　

ふ
き
の
と
う
香
り
楽
し
む
喰
む　
　
　
　

池
野
千
絵
子

わ
れ
一
つ
妻
ひ
と
つ
の
歳
重
ね

　

器
新
た
に
雑
煮
い
た
だ
く　
　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

綿
雪
を
そ
っ
と
捲
り
て
ふ
き
の
と
う

　

入
学
を
待
つ
孫
と
摘
み
お
り　
　
　
　
　

浜
崎
み
の
り

あ
と
三
歳
生
か
さ
れ
た
き
と

　

年
頭
の
級
友
の
電
話
の
声
は
明
る
き　
　

吉
崎
て
い
子

早
朝
の
駅
の
カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
げ
ば

　

隣
の
席
は
中
国
の
女ひ

と　
　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

休
み
な
く
動
き
続
け
る
枕
辺
の

　

時
計
に
今
朝
も
感
謝
し
て
お
り　
　
　
　

岩
上　

久
枝

初
春
に
夫
と
詣
で
し
妙
成
寺

　

水
行
の
僧
に
雪
ふ
り
か
か
る　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

遠
き
日
に
姑
と
作
り
し
日
を
偲
び

　

嫁
と
今
年
も
作
る
み
か
が
み　
　
　
　
　

藤
井　

信
子

今
朝
も
ま
た
雪
降
り
止
ま
ぬ
庭
に
立
つ

　

亡
き
姑
浮
か
び
ス
コ
ッ
プ
握
る　
　
　
　

向
永
い
み
子

寒
椿
増
す
雪
の
中
愛
ら
し
く　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

増
え
て
く
る
白
髪
を
抜
け
ば
薄
く
な
る　

山
本　

静
香

こ
の
時
節
何
か
と
増
え
る
祝
い
金　
　
　

炭
谷　

良
子

増
え
る
の
は
お
顔
の
シ
ワ
と
飲
み
薬　
　

西
尾　

善
春

老
い
た
れ
ど
増
え
る
薬
に
助
け
ら
れ　
　

村
中　

光
彦

安
全
は
命
あ
ず
か
る
信
号
機　
　
　
　
　

坂
下
二
三
子

不
審
船
漂
い
安
全
脅
か
す　
　
　
　
　
　

小
松　

彰
一

安
全
と
思
っ
て
い
て
も
明
日
知
れ
ず　
　

橋
田
明
日
香

お
茶
会
は
老
若
男
女
春
告
草　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

今
日
も
ま
た
仕
事
の
や
う
に
雪
の
降
る　
　

池
田　

玲
子

雪
と
鳩
さ
つ
と
入
り
く
る
精
米
所　
　
　
　

前
川
美
代
子

田
を
渡
る
夕
東
風
頬
を
ひ
り
ひ
り
と　
　
　

藤
川　

増
野

手
作
り
の
ベ
ス
ト
の
軽
し
春
の
風　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

難
破
船
打
ち
上
ぐ
浦
や
春
一
番　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

恩
あ
り
し
人
逝
き
雪
見
障
子
か
な　
　
　
　

小
島　

史
子

雪
降
り
て
夜
半
も
忘
れ
し
素
園
本　
　
　
　

粟
津　

岳
陽

節
分
や
鬼
籍
と
な
り
し
友
懐お

も

う　
　
　
　

よ
し
へ
ひ
て
ふ

七
福
神
九
谷
の
皿
に
福
満
ち
る　
　
　
　

玉
川
由
美
子

友
は
留
守
庭
の
老
い
梅
匂
い
け
り　
　
　

森
下
い
わ
お

野
も
山
も
一
望
に
し
て
銀
世
界　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

膝
頭
五
針
縫
い
た
る
余
寒
か
な　
　
　
　

浅
野　

照
子

独
り
居
の
身
に
も
等
し
く
春
立
ち
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堀　
　

綾
子

大
寒
波
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は
ふ
っ
と
び
千
鳥
足　
　
　
　

新
澤　

和
子

冬
桜
視
線
放
さ
ぬ
八
十
路
か
な　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

病
気
し
て
向
か
う
快
方
嬉
し
い
ね　
　
　

川
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富
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日
章
旗
歌
声
響
く
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
五
輪　

小
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康
子

次
々
に
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を
叶
え
る
友
が
居
る　
　
　
　

西
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海
春

叶
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な
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神
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治
し
て
こ
の
腰
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雪
拂
ひ
ざ
ま
お
お
っ
と
よ
ろ
け
た
り

　

か
ら
だ
の
悲
鳴
こ
こ
に
も
あ
ぐ
る　
　
　
　

安
中
加
奈
子

ち
ち
・
は
は
と
嫁
に
来
る
人
言
い
く
れ
て

　

あ
ら
た
ま
の
年
の
吉よ

ご
と事

お
と
づ
れ
り　
　
　

福
島　

信
子

手
す
り
な
き
氏
神
様
の
石
段
を
の
ぼ
り
て

　

汗
ば
む
頬ほ

に
や
さ
し
き
初
風　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

店
頭
の
野
菜
の
高
値
に
た
め
ら
い
つ

　

孫こ

が
学
び
い
る
土

ち
地
の
春
の
菜
を
買
う　
　

芳
岡　

典
子

神
々
し
き
冠
雪
光
る
立
山
を

　

能
登
よ
り
望
む
寒
の
晴
れ
間
に　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

十じ
ゅ
う
は
ち

八
歳
の
笑
顔
う
か
べ
り

　

三
度
目
の
成
人
式
と
教
へ
子
の
賀
状　
　
　

吉
本　

與
彦
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